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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午前10時00分 開会・開議 

○議長（下斗米一男君） ただいまから第４回久慈市

議会臨時会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

諸般の報告 

○議長（下斗米一男君） 諸般の報告をいたします。

市長から議案の提出があり、お手元に配付しておりま

す。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１ 会期の決定 

○議長（下斗米一男君） これより本日の議事日程に

入ります。 

 日程第１、会期の決定を議題といたします。 

 会期日程案に関し委員長の報告を求めます。大沢議

会運営委員長。 

〔議会運営委員長大沢俊光君登壇〕 

○議会運営委員長（大沢俊光君） 第４回久慈市議会

臨時会の運営につきまして、去る11月20日に議会運営

委員会を開催し、協議いたしましたので、その結果を

ご報告申し上げます。 

 今臨時会で審議いたします案件は、市長提出議案１

件であります。 

 このことから、会期は本日１日とすべきものと決し
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ました。各位のご協力をお願い申し上げ、ご報告とい

たします。 

○議長（下斗米一男君） お諮りいたします。本臨時

会の会期は、ただいまの委員長報告のとおり本日１日

と決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、会期は１日と決定しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（下斗米一男君） 日程第２、会議録署名議員

の指名を行います。会議録署名議員に山口健一君、中

平浩志君、中塚佳男君を指名いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３ 議案第１号及び報告第１号、報告

第２号 

○議長（下斗米一男君） 日程第３、議案第１号及び

報告第１号、報告第２号を議題といたします。提出者

の説明を求めます。工藤副市長。 

〔副市長工藤孝男君登壇〕 

○副市長（工藤孝男君） 提案いたしました議案１件

の提案理由及び報告２件についてご説明申し上げます。 

 まず、議案第１号「財産の譲渡に関し議決を求める

ことについて」でありますが、本案は、宿舎事業の用

に供するため、有限会社越戸きのこ園に侍浜町向町の

旧北限閣の土地9,937.11平方メートル及び建物

2,366.51平方メートルを600万円で譲渡しようとする

ものであります。 

 なお、譲渡金額につきましては、土地及び建物の評

価額9,848万3,000円から、市が所有していた場合に生

ずる経費に相当する耐震診断調査経費、建物解体経費

及び解体後の植生に要する経費を減額することで合意

したものであります。 

 次に、報告第１号「職員による訪問介護の事故に係

る損害賠償事件に関する専決処分の報告について」申

し上げます。 

 本件は、本年９月13日、市内夏井町地内で発生した

訪問入浴介護時の事故に係る損害賠償の額の決定及び

これに伴う和解について、地方自治法第180条第１項

の規定に基づき専決処分をしたので、同条第２項の規

定により報告するものであります。 

 なお、事故発生後、直ちに病院に移送し、処置を行

い、その後異常なく経過しているところであります。

訪問介護につきましては、今後さらに確認作業の徹底

を図り、安全かつ質の高いサービスの提供に努めてま

いりたいと考えております。 

 次に、報告第２号「道路の管理に関する事故に係る

損害賠償事件に関する専決処分の報告について」申し

上げます。 

 本件は、本年９月30日、市内宇部町地内の市道上村

三崎線を走行中の車両が、一部外れていた道路横断側

溝蓋に接触し、当該車両が損傷したもので、この事故

に係る損害賠償の額の決定及びこれに伴う和解につい

て、地方自治法第180条第１項の規定に基づき専決処

分をしたので、同条第２項の規定により報告するもの

であります。 

 なお、道路の管理につきましては、今後さらにパト

ロールを強化し、施設の安全確保のため、適切な対応

に努めてまいりたいと考えております。 

 以上で提案理由及び報告の説明といたします。よろ

しくご審議、ご決定を賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（下斗米一男君） 提出議案に対する総括質疑

に入ります。質疑を許します。18番城内仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） 第１点は、議案第１号にかか

わるわけですけれども、いわゆる国立公園内というふ

うに聞いているわけですけれども、当然市との協約の

中に、いわゆる国立公園ということだから一定の制約

等があって協約が結ばれていると思うんですが、その

内容と、今回民間に譲渡したその後において、いわゆ

る国立公園の特別なといいますか、一定の制限なり、

協約がそのまま生きるのか、その内容を、協定の内容

と含めて、できれば資料として提示していただければ

ありがたいわけであります。 

 第２点目は、今回、本日、旧北限閣譲渡に関する資

料が提示をされたわけですけれども、これは先日の議

会運営委員会で議論した際に、議会運営委員会として、

資料を求めるべきだということで決まって議長から行

ったと思うんですが、このような内容については、当

然当局は、この臨時会を開くに当たって、議長との協

議なり、あるいはそういう関係の必要な協議をしてい

ると思うんです。そういった中で、こういった、きょ

う提示された内容等については、私はそのとき既に説

明の中で出ている内容だと思うんです。そういった意
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味では、資料の出し方として、このような重要な案件

が提案された中で、議会から請求されなければ出さな

いということではなくて、やはりあらかじめ第１号議

案に係る資料として、私はきちんとして出すべきでは

ないかというふうに思うので、今後のこともあります

けれども、ぜひそういった対応をいただきたいという

ふうに思うんです。 

 この減額譲渡をするんだという内容が、この議案を

見ただけではわからなかった。そういった中で、そう

いった経過がありましたので、ひとつ今後出し方につ

いて、きちんとやっぱり、議案を見ればわかるんだと

いうことでは私どもわかりませんので、そういった点

がわかるような資料をきちんと添付して出していただ

きたいと私は思うので、その点についてもお聞かせを

いただきたいというふうに思います。 

 もう一つは、臨時会ということで、なかなか説明な

かったのですが、なぜ臨時会なのかということなんで

す。すぐ12月７日を予定したわけですけれども、12月

定例会があるという状況の中で、なぜ臨時会なのかと。

あわせて、私自身が提案したんですけれども、議運の

中では、いわゆる付託してやらなきゃならないような

案件じゃないかというふうなことを意見として申し上

げました。そういった中で、日程は１日で、委員会付

託なしということでありましたと。 

 そういった中でやはり、例えば２日の日程だと当然

付託できるわけですから、そういったことが想定され

ないで、したのかどうかわかりませんけれども、１日

で委員会付託は省略という議事日程案が提案された中

で、いろいろ議論あったんですけれども、最終的には

こういう日程で決着をしたわけですけれども、やはり

市民の財産を処分するわけですから、そういった点で

は委員会付託をしながら、慎重に議会運営、審議させ

るということも私は必要なことではないかというふう

に思うんですが、当局の考え方がそういった点の吟味

がどうあったのか、あるいは日程上、譲渡先の関係等

もあったのか、そういう点が全然説明ないままのあれ

でしたので、そういった点を答弁いただきたい。 

 以上です。 

○議長（下斗米一男君） 工藤副市長。 

○副市長（工藤孝男君） 臨時議会に付した理由につ

いては、私の方からご説明をさせていただきたいとい

うふうに考えてございます。 

 今回、相手方と交渉が調いまして、売買契約締結に

至ったわけでございますが、売買交渉の中で、ぜひと

も来年、20年度のゴールデンウイークに間に合うよう

にオープンしたいというふうな強い申し出がございま

した。オープンするまでには、北限閣が国立公園第２

種特別地域にあるということでございますので、国立

公園事業の宿舎事業の承継に係る手続がございます。

また、施設の改修、増築を予定しているというふうに

伺っておりまして、これらについても環境大臣の認可

を受ける必要がございます。 

 これらに一定の期間、どれくらいかかるかというの

は予断をもって言えるわけではございませんが、通常

１カ月から２カ月ぐらいは要するだろうというふうに

考えられておりますが、これら期間、そして工事期間、

そういったものを見込みますと、今月のできるだけ早

い時期に契約の締結が必要だというふうな判断でござ

います。 

 また、市といたしましても、３月末に施設が休業し

てからもう既に８カ月も経過しているというふうな状

況でございますし、一日でも早い営業、そして地域の

雇用の創出、地域経済の活性化、そういったものにつ

なげていただきたいというふうに念願しているという

ふうな状況でございますので、こういったことを踏ま

えまして臨時議会へ提案させていただいたということ

でございます。 

 また、資料についてのお話がございましたけれども、

各議案については、それぞれ適切に判断しながら資料

を提供したいというふうに考えておりますのでご了解

願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 国立公園指定に伴う、

いろいろ規制の関係等についてのご質問にお答えを申

し上げます。 

 これにつきましては、自然公園法の法律でございま

す。久慈海岸の場合は、昭和46年に陸中海岸国立公園

に編入、指定されたものでございます。指定をされた

ことによりまして一定の規制があるわけでございます。

特別地域の中で、１種、２種、３種、普通区域という

ふうなことで、いろんな規制があり、保護があるとい

うふうなことでございます。 

 今回の場所につきましては、第２種の指定地域内と
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いうことでございます。これらの利用をする場合につ

きましては、公園事業として国に申請をいたしまして、

許可を得て施設の整備ができるものでございます。当

市の場合につきましては、国民宿舎事業、それから野

営場、園地などの公園事業を提案して施設の整備をい

たしているところでございます。許可を得た場合につ

いて、許可条件が付されるわけでございますが、今回

の譲渡に当たっては、新しく計画をします事業者にこ

の許可条件が譲渡をされていくと。改めてまた計画事

業者が国に対して申請するところでございますが、そ

ういった条件というのは引き続きそちら側に譲渡、移

行していくと、こういうことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） なお、当職から説明申し上

げます。 

 議会運営についてのご質問もありましたけれども、

ご承知のとおり、会期日程及び委員会付託等、議会運

営に関することは議会運営委員会において決定されて、

今まで運営されているとおりでございますので、その

辺は、城内議員ご理解の上、以後の質問をお願いいた

します。 

 18番城内仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） 議会運営委員会が決めたこと

については何も言うことはないのです。私もかかわっ

て聞いていますから、そういうことではなくて、それ

までの経過も含めて申し上げたというのがありました。

ただ、その点は結構です。 

 今の３番目、担当部長から答弁あったんですけれど

も、そういった規制なり、現在あるわけでしょう、市

と国との関係が。それが資料として提示していただけ

ないだろうかと。同時に、それが改めて今後譲渡され

た後に、譲渡された方が独自にまたやるということで

すが、それがそのまま生かされるということですけれ

ども、その内容がつまびらかじゃないので、できれば

その資料を、現在の市と国との関係に規制があるとい

うことですから、それの中身を具体的に知りたいし、

資料として提示いただければありがたいです。いかが

でしょう。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） お答えをします。 

 資料として提示ということでございますが、宿舎事

業としての許可を受け、運営をしていくということで

ございまして、許可を得た宿舎事業を廃止する場合に

ついては工作物の解体撤去が必要というふうな、そう

いうふうな条件になっておりますので、あえて資料と

いうことではなくて、ただいまの答弁でご理解をお願

いしたいということでございます。 

○議長（下斗米一男君） １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君） 数点にわたっての質問をした

いと思いますが…… 

〔「総括だ」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ここのであれば、この後に。 

○１番（梶谷武由君） はい。 

○議長（下斗米一男君） それでは、総括質疑を打ち

切ります。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております

議案は委員会の付託を省略し、直ちに審議したいと思

います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定いたしました。 

 直ちに議案の審議に入ります。 

 議案第１号「財産の譲渡に関し議決を求めることに

ついて」を議題といたします。 

 質疑を許します。１番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君） 数点にわたって質問したいと

思いますが、一つは、譲渡した場合における固定資産

税の年額が幾らになるのか。それからまた、宿舎事業

を行うということですが、雇用を予定している人員は

何人ぐらいを予定しているか。それから、もう一点は、

北限閣の土地から遊歩道とつながっていたと思うんで

すが、その遊歩道が途中で途切れるようになると、そ

れは困ることになるわけですが、そこの市道の方へつ

ながるような形になるのか、そこのところについても

お伺いしたいと思います。それから、資料の中に、植

生経費1,205万9,000円とありますが、これの大まかな

内容についてお知らせを願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（下斗米一男君） 佐々木市民生活部長。 

○市民生活部長（佐々木信蔵君） 売却後の固定資産

税の税額は幾らかということでありますが、現段階で

は市有財産のため非課税でありますので、課税資料が

ないんですが、売却後における固定資産の資産価格設

定を概算数値で算定してあります。北限閣までの通常
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利用する市道、北限閣線に近い標準宅地から算定をし

ておりますし、それから土地等については現況を見な

がら、のり面等がありますのでその辺等を雑種地とし

て評価してございます。 

 その額は、土地につきましては年で約20万円、それ

から建物については年でおよそ95万円ぐらいというふ

うに概算で今試算しているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 新しい施設を活用し

た場合の雇用の関係ですが、計画事業者からは、10な

いし12名程度の地元からの雇用があるというふうに伺

っているところでございます。 

 それから、２点目の遊歩道の関係でございますが、

今回の処分に伴って途切れることがあるのかというこ

とでございますが、これにつきましては、遊歩道その

ものは大部分が民地を通っているわけでございます。

整備の際に所有者の方々からご了解をいただいて整備

をいたしているものでございまして、そのような懸念

というものは持っていないところでございます。 

 それから、植生経費でございますが、宿舎事業を終

え、解体撤去をした場合に、そこの植生をすると。自

然公園内の環境にふさわしいような植生にするという

ふうなことでございまして、現在のアスファルト等の

撤去をし、樹木であるとか芝生であるとか、そういっ

たものを植える経費というふうな内容のものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） ９番小倉建一君。 

○９番（小倉建一君） 何点かお伺いしますが、まず

売買契約に当たりましては、宿舎事業を継続する年数

を条件として入れているかと思いますが、その条件等、

お伺いします。 

 もう一つは、固定資産税、今試算が出たわけですが、

この固定資産税減免の考えがあるのかどうかをお伺い

します。 

 次に、宿泊事業をする場合に、条件として通年でや

るという条件を入れるのか、あるいは休みをとっても

いいよというのを入れるのか、お伺いします。 

 あと、職員採用については、当時の北限閣職員を優

先的に採用するのかどうかということです。 

 あと、宅地ということで、ここの土地は坪単価幾ら

になるのか。計算しますと約１万2,000円くらいかと

思いますが、これはどれくらいかお伺いしたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（下斗米一男君） 佐々木市民生活部長。 

○市民生活部長（佐々木信蔵君） 土地の坪単価とい

うことでありますが、先ほどお話し申し上げましたが、

市道北限閣線に近い標準宅地等から見ておりますが、

宅地部分で3,600円程度というふうに見ておりますし、

それから減免ということでございますが、税関係では

そこまで特に検討はしておりません。 

 以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 営業年数については、

特にこう年数の要件というものを相手方とやりとりし

ているわけでございませんで、向こうの方でかなり長

い年数経営していただくというふうな考え方でござい

ます。 

 それから、雇用の関係でございますが、以前市が経

営していた際に働いていた方を優先なのかというふう

なことでございますが、その件につきましては、十分

配慮をお願いしたいということで計画事業者の方にお

話を申し上げているものでございます。 

 それから、ちょっとこの坪単価の部分を、内容ちょ

っとこうわからなかったんでございますが…… 

〔発言する者あり〕 

○産業振興部長（卯道勝志君） あ、そうですか。 

 以上でございます。 

〔「通年でやるかどうか」と呼ぶ者あり〕 

○産業振興部長（卯道勝志君） 営業につきましては

通年で営業すると、こういう考え方に立っているもの

でございます。 

○議長（下斗米一男君） 再度、ちょっと理解してい

ないようだからもう一回。９番小倉建一君。 

○９番（小倉建一君） 坪単価で幾らになるかという

ことです。 

○議長（下斗米一男君） 土地はしゃべったけれども、

建物も。佐々木市民生活部長。 

○市民生活部長（佐々木信蔵君） 先ほど、坪単価と

いうふうなことでのご質問ですが、土地の坪単価とい

うふうに理解をしながら先ほどお答えをしたところで

ございます。お答えした額については平米でお答えし
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ましたので、それに3.3を掛けていただいてご理解い

ただきたいというふうに、大変恐縮でございますが、

そういうふうに理解をお願いをしたいと思います。 

○議長（下斗米一男君） ９番小倉建一君。 

○９番（小倉建一君） 先ほど、最初に事業の継続年

数の制約等について聞いたわけですが、例えば１年で

やめて、売買先がきのこ園ですからきのこ園にすると

いうようなことであれば、これは安い買い物かなとい

うような指摘もされるかと思うんです。やっぱりその

辺の条件が必要じゃないかなというようなことがあり

ます。万が一の場合ですよ。そういうことがなく、こ

ういう話で進めているかと思いますが、そういうこと

も考えられますが、国立公園の関係で認められるかど

うかというのは将来の話なわけですが、そういうこと

も考えられますので、継続年数を最低どれくらいかと

いうのを入れた方がいいのかなという考えでおります。

その辺を再度お伺いします。 

 それと、この平米3,600円、これは近傍類地価格と

比較してどうかなと、こういうのをお伺いしたいと思

います。 

 また、固定資産税の減免については考えていないと

いうようなことなわけですが、過去に北限閣経営にお

いては常に赤字で来たわけですので、経営も大変かな

というようなことで、こういう宿舎事業に乗り出して

もらうわけですから、その辺をやっぱり考えてもいい

のかなというようなことで、検討の余地があるのかな

と思っております。その辺をお伺いしたいと思います。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 宿舎事業の年数の関

係でございますが、自然公園法の規制なり、利用計画

の許可が必要ということを先ほど申し上げたわけでご

ざいますが、計画事業者は今度改めて環境省に対して

この施設計画を提出するわけでございます。その際に、

そこのところの単年で終了するような形であれば認め

られないというふうな、そういうことになろうかと思

います。 

 それから、他の用途に、今回の計画事業者は本業は

別の部分の業種があるということで、そちらの転用と

いうことでございますが、転用をする場合においては、

改めてまた環境省の方に申請、許可を得なければなら

ないということになりますので、今回宿舎事業として

継続していくというふうなことで、私どもは承知をし

ているところでございます。 

○議長（下斗米一男君） 山内市長。 

○市長（山内隆文君） 固定資産税等に対する減免の

ことについての再度のお尋ねでありますが、こういっ

た固定資産税、発生しますというようなことをしっか

りと説明した上で、理解、了解のもとに契約に至って

いると、こういうことでありますのでご理解を賜ります。 

○議長（下斗米一男君） 14番桑田鉄男君。 

○14番（桑田鉄男君） 今、市長からも答弁をいただ

いたわけですが、固定資産税の減免についての考え方

について、私からもお尋ねをしたいと思います。 

 先ほど工藤副市長の方から、雇用の場の提供にもな

るし、地域経済の活性化にも寄与するということにな

るという話がございました。また、いずれこの地域の

観光振興にもそれなりの役割を果たしてくれるのかな、

そういうふうに思ってございます。 

 これまでも誘致企業等については、いずれ雇用の場

とか地域経済の活性化ということで、それなりの固定

資産税の減免等を行ってきたわけでございます。そう

いうことからすれば、３月までは市の施設であっても、

今度民間に譲渡し、そこで民間の方々によって経営、

運営がなされるということからすれば、何がしかの減

免については考えてもよかったのではないかなと、私

自身もそう思ってございます。 

 何か、先ほどお聞きしますと年間で115万円ぐらい

ですか、固定資産税が生じるようでございますので、

再度このことについてお尋ねをしたいと思います。 

○議長（下斗米一男君） 山内市長。 

○市長（山内隆文君） 誘致企業に対する減免の考え

方については卯道部長から答弁させますが、今回の場

合に限っての減免に対する考え方でありますけれども、

先ほどご答弁申し上げたとおり、こういった固定資産

税等が発生をいたしますというようなこともしっかり

とご説明を申し上げております。 

 なお、この契約に至る中で、双方意見を交わしなが

ら、お互いの持てる情報は提供し合っているといった

こと、その上に基づいてこの契約が成り立っていると

いうことでありますので、越戸きのこ園さんにおいて

も、こういったことを含めての経営収支、こういった

ものを見込んで契約に応じていただいたものと判断を

いたしておりますので、ご理解をよろしくお願いいた

します。 
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○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 誘致企業等の固定資

産の減免等についての考え方ということについて、説

明を申し上げたいと思います。 

 誘致企業等の場合につきましては、新たに用地を取

得し、そこに建物なり、それから設備投資をして、一

定の投資額があって、初期投資が非常に大きいという

状況があるわけでございまして、そういった視点から、

優遇制度として固定資産の減免をしているというふう

なところでございます。 

 今回の場合は、市有財産の処分という単一案件でご

ざいまして、数多くの内容、企業誘致の不特定のもの

に対してというふうな、そういった制度としての考え

方は今回持ち得なかったものでございます。この部分

につきましては、先ほど市長から答弁申し上げました

ように、事業計画者の方からもいろんな部分でのお話

もいただいたところでございますが、私どもとしては、

施設の利活用に当たって、観光団体とも連携しながら

全面的な支援をしてまいりたいと、このように考えて

いるところでございます。 

○議長（下斗米一男君） 14番桑田鉄男君。 

○14番（桑田鉄男君） 減免の考えについては理解を

するわけですが、いずれ誘致企業等に準ずるものかな

と、そういうふうな考えを私は持っていましたので、

そういうことでお尋ねをしたところでございます。 

 今、卯道部長の方から、いずれ今後、議決をいただ

いて、その後譲渡ということになって営業等が再開す

れば、いろんな部分で協力できる分はしてというお話

があったわけでございますが、私からもぜひとも、や

はりこれまでも、私は、いずれ市で経営している、運

営している場合も、内部の努力が若干不足していたの

かなというふうな話もしてきた経緯がございます。今

後におきましても、もし、譲渡をし、そちらで運営す

るということになりましたら、市の各部で利用、活用

できる分があれば、全面的に市の手から離れたからと

いうことではなくて、そういうふうにしていくべきだ

と思いますし、そうしていただきたいと思うんですが、

再度このことについてもお尋ねをします。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 今回の施設は、昭和

48年に国民宿舎として建設をいたしたものでございま

して、市が直営で運営をいたしてきたものでございま

す。廃止に至った経過等につきましては、議員各位ご

案内のとおりでございますが、宿舎事業に取り組んだ

草創の精神を、市としても忘れることのないような、

そういう取り組みをして、事業が成功するように民間

事業者への全面的な支援をしてまいりたいというふう

に思っているところでございます。 

○議長（下斗米一男君） ４番木ノ下祐治君。 

○４番（木ノ下祐治君） １点ほどお尋ねいたします

が、今の段階で売買する場合、これはいわゆる建て直

しじゃなく増設もしくは内部の改装等になるわけです

が、もし越戸さんに売買した場合、そしてこれが将来

にわたって運営がもしうまくいって、新しく建てかえ

たいといった場合には、それはそのまま建てかえるこ

とができるんでございましょうか。よろしくお願いい

たします。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 今回議決をいただけ

れば、国に申請をして宿舎事業として国からの許可を

得ることになるわけでございますが、同一の宿舎事業

として経営をしていく場合には、それは改築の申請を

すれば、引き続きそれは許可になるというふうなこと

でございます。 

○議長（下斗米一男君） 17番小野寺勝也君。 

○17番（小野寺勝也君） １点お聞かせ願います。 

 これまでの説明でおおむねわかったわけですが、事

務的なやつで、資料で当時の取得面積が２万763平方

メートルということで、今回いわゆる土地の売却が

9,937平方メートルということで１万何がし残ると。

ただ、現況を見れば、取りつけ道路といいますか、道

路等に利用した分もあると思うんで、結局市に残る土

地、地目、面積はいかほどになるでしょうか。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 昭和47年に用地を取

得している２万763平方メートルでございますが、宿

舎用地と、それから、あそこのところの市道を新たに

通したわけでございますので、宿舎の差し引きの部分

につきましては道路用地ということでございます。 

 以上でございます。 

〔「面積、道路用地しかないのですか」と呼

ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） この差し引きの分は、
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道路用地の分でございます。 

○議長（下斗米一男君） 理解していないようだから

丁寧にお願いします。幾らから幾らを引いたら幾らの

残地ですと。数字を示していただきたい。卯道産業振

興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 取得したのは宿舎用

地と、それから道路用地でございます。そのほかに、

道路用地として後に7,000平方メートルか8,000平方メ

ートルぐらいの用地を地元の方から寄附をいただいて

いる部分がございます。それから、現在の宿舎の前の

ところに、バスの転向場ということで、バスを通すよ

うになってから面積を取得した部分がございますが、

今回の譲渡の部分にはそれは含まれていないというこ

とでございます。 

○議長（下斗米一男君） 18番城内仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） 先日、現地で説明を受けたん

ですよ、現場に行って。そうしましたら、この図面見

ますよね。市道があって、その市道の北側に山林があ

るんですよ、残っている。これも市有地として残るん

だと。たしか900平方メートルぐらいという話だった

んですよ。それで今の説明だとないことになるんです

よね。だから、今回売る面積は図面でわかりました。

それでこの北限閣にかかわって、後でも先でもいいの

ですが、買った全体の面積が幾らで、そして今回の売

買するのが面積はこうだと。そして、道路用地として

は幾ら残って、さらに山林として残っているんですよ、

ここに。現場見たんですよ、私たちは説明受けたんで

すよ。今の答弁では私、納得いきません。だから、い

つ買おうが寄附受けようが、いずれ北限閣にかかわる

土地が全体として幾らあったんだということをちょっ

と説明してください。 

 もう一つ、２回しか発言できませんから、もう一つ

質問しておきますが、これ今回売買することによって、

私が気になる点は、遊歩道がありますよね、沿岸にず

っと。私も年に何回か行っています。そうすると、非

常に管理が悪い状況があるんですよ。ところが実は、

あそこの宿舎を活用してあの遊歩道を活用するという

のは私は、今後観光とのかかわりでも、以前も申し上

げたことなんですが、あそこの整備をきちんとだれが

管理しているのかということが明確ではないんですけ

れども、恐らく市がやってきたと思うんですが、ある

いは県なのかもわかりませんが、その点の明確化と、

やはり先ほど観光的にも支援していくんだと部長から

答弁あったんだけれども、そういった点きちんとやっ

ておかないと、支援にはならないと思うんですね。 

 だから、そういった点では、私は、交流促進担当で

すか、観光交流の部分もあるわけですけれども、今、

旧山形村、いわゆる今の山形町の、山を中心にやって

いますが、まさにこれから海の体験ツアーを組んでい

くときに、私はやっぱり極めて有望な資源だというふ

うに思っているんですね。そういった意味で、これは

当然、交流促進担当の方でもそういった点に目を配っ

ていただきたいと思うんですけれども、その日常的な

整備の仕方、管理の仕方についてどうなっているのか

お聞かせください。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） １点目の、現地での

説明の部分ということにつきましては、私、復命を受

けていませんでしたので、確認をしてお答えを申し上

げたいと思います。 

 それから、遊歩道の管理の関係でございますが、こ

れは県で整備したものでございまして、県から管理委

託を受けて、地元のそれぞれの方に指定管理でお願い

をして管理をいただいているものでございます。ご指

摘のような部分もあるというふうなことでございまし

て、今回の計画事業者の方は、地元、侍浜の方でござ

いまして、現地等については十分承知をしておりまし

て、地元の方々とも連携しながら整備したいというふ

うな意向もお持ちでございます。 

 それから、景観的にいきますと、樹木が茂ってきて

いるような状況もあるというふうなことでございまし

て、今回の環境省に対する申請の際に、その辺の管理

部分についても申請をして整備をしたいという意向を

持っておりますので、ご理解をお願いしたいと思います。 

 それから、確認のためにちょっと時間をいただけれ

ばと思いますが、よろしくご配慮のほど、お願い申し

上げます。 

○議長（下斗米一男君） 18番城内仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） 遊歩道は県が整備して、市が

管理委託を受けて、市が指定管理をしているという流

れですか。そうすると、当然市がきちんと予算措置を

した形で指定管理していかないとなかなか、指定管理

していたから地元でだけということだけではだめだと、

そういった点での、今さらに樹木の伐採とか、あるい
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は枝を切ることについては申請しているということで

すが、そういう点では、そういったことも含めて指定

管理者にお願いしていくことになるのであれば、一定

の予算措置が当然必要だというふうに思うんですけれ

ども、そうすると市の担当課はどこになりますか、窓

口は。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 市の担当課は、商工

観光課でございます。県からの委託を市が受けて、そ

の部分を指定管理をしているということで、指定管理

料を払いながらやっておるわけでございますが、何分

延長が長く、しかも草木がおがりやすいわけでござい

ますので、一定の地元の方の協力をいただいて管理を

いたしておりますが、その辺のところは十分な管理に

努めてまいりたいと思います。 

○議長（下斗米一男君） 24番八重櫻友夫君。 

○24番（八重櫻友夫君） 今までの答弁でわかりまし

たんですが、いずれこの国民宿舎につきましては、以

前から私は民間委託をもっと早くすべきだという思い

の中で、今回このように民間の業者を見つけてくれた

担当部長には大変敬意を表したいと思います。 

 先日までは養豚場の件で大変もめましたのですが、

今回このように譲渡先を見つけて、やはり雇用の場、

そして宿舎として利用するということは、これはいろ

んな大会を久慈市でやる場合にとっても、私は大変重

要な施設になるんではないのかなという思いがありま

す。 

 そういう点からお伺いしたいんですが、先ほど桑田

議員のお話にもありましたが、減免の関係、これは話

し合いでやっていると。それ以外については今後検討

していくようなお話ございました。いずれ私は今回、

この600万円が高いか安いかということではなく、や

はりこのような地元の業者が引き受けてくれたという

ことが大変すばらしいことだと思いますので、いずれ

何かの形でもやはり補助してあげるような形をつくっ

て譲渡すべきではないのかなという思いが私はありま

すが、この点をお伺いしたいと思います。 

 それから２点目は、この１件だけの業者であったの

か、またそれ以外にも何業者か希望者があったのか、

その点も先ほどからちょっとないものですから、お伺

いしたいと思います。 

 それから３点目は、先ほど説明にもございましたの

ですが、この譲渡先の方がもし不況でやめたというと

きには、宿舎としてはもう解体しなきゃならないとい

う話がございました。あと、いずれ譲渡先が決まって

譲渡すれば、市の方にはもう一切関係がないのか、そ

の点だけ確認しておきたいと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 支援の関係について

でございますが、市税の減免につきましては市税条例

上に減免規定の条項があるわけでございますので、そ

この部分に照らしてどうなのかというふうなところで、

市税としての減免はなかなか難しい部分があるという

ふうなことでございます。 

 ただ、先ほど来お答えを申し上げておりますように、

市が宿舎事業として経営していたものを引き続き民間

で活用、経営をしていただくというふうなことでござ

いますので、市として支援をしてまいりたいというふ

うに考えているところでございます。 

 具体的な一例で一つ申し上げたいと思いますが、今

現在、教育旅行というふうなことで、旧山形の方のフ

ィールドでいろいろ事業が展開をされているところで

ございます。これにつきましては、こちらに来たいと

いう希望の学校が多くて、海の体験もしたいというふ

うなことがあるわけでございますが、今回、こういっ

た施設の活用の中で、かなりその辺の展望が開けてく

るというふうなことで、計画事業者はぜひ受け入れを

したいというふうなことで、地域の皆さんのご協力を

いただきながら受け入れ態勢の整備もしたいという強

い意向を持っておりますので、その辺のところの支援

というものについては、強力に進めてまいりたいとい

うふうに考えているところでございます。 

 それから、今回の利活用の申請というふうなことで

ございますが、今回３回目の公募をしたわけでござい

ますが、これにつきましては３社から申請があったと

ころでございます。１社は福祉施設ということでござ

いまして、国立公園内では福祉施設の施設利用はでき

ないということで、この件については今回の計画には

至らなかったということでございます。それからもう

１件、同じような形の利用形態のものがございました

が、審査の段階で越戸きのこ園さんの提案が採択をさ

れたということでございます。 

 以上でございます。 
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〔発言する者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 失礼をいたしました。 

 計画事業者が今回の宿舎事業をやめた場合の取り扱

いの部分でございますが、宿舎事業として環境省から

許可を得て運営をしていくことになるわけでございま

すが、これが取りやめになった場合には施設の解体撤

去が必要になると、こういうことでございます。 

○議長（下斗米一男君） 保留の件。卯道産業振興部

長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） 先ほどの城内議員の

質問にお答えを申し上げたいと思います。 

 現地で雑種地があるという説明をしたということで

ございますが、先ほど私が宿舎前のところの回転場と

して後に取得した土地があるということでございます

が、そこの部分のところでございます。雑種地で913

平方メートルが市の土地として存在をしているもので

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 18番城内仲悦君。 

○18番（城内仲悦君） もう一回質問しますが、先ほ

ど答弁の中で、この２万平方メートルのほかに、後に

7,000平方メートルから8,000平方メートルの寄附があ

ったと。さらに913平方メートルという話ありました

けれども、トータルでどういう状況なのかというのは

とらえていると思うんですよ。だから、それとのかか

わりで、今回これを売って残はこうですよと。それで、

市道だって面積をはかればわかるわけですけれども、

市道に何ぼつぶれているんだということになってくる

と総体的に見えてくるんですね。そこのところを教え

てほしいんです。 

○議長（下斗米一男君） 卯道産業振興部長。 

○産業振興部長（卯道勝志君） それでは、北限閣に

係る土地の全体の部分について説明を申し上げます。 

 取得したり寄附をいただいて、全体として３万

2,276平方メートルでございます。今回、北限閣の用

地分のところで提案しておりますのが9,937平方メー

トルでございます。それから、市としての土地として

残る部分が、先ほど説明を申し上げました雑種地913

平方メートルでございます。残り２万1,876平方メー

トルにつきましては市道の用地ということでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（下斗米一男君） 質疑を打ち切ります。 

 次に討論でありますが、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） 討論なしと認めます。 

 それでは、採決いたします。議案第１号「財産の譲

渡に関し議決を求めることについて」は、原案のとお

り決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下斗米一男君） ご異議なしと認めます。よ

って、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

閉会 

○議長（下斗米一男君） 以上で本日の日程は全部終

了いたしました。 

 これで第４回久慈市議会臨時会を閉会いたします。 

午前10時54分   閉会 

 

 


